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[園田地区]「1・17は忘れない」地域防災訓練

１限 ２限 ３限 ４限 ５限 ６限 3年 ２年 1年

1 日 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

2 月 × A月1 A月2 A月3 A月4 A月5 A月6 朝礼 ○ ○ ○

3 火 ○ A火1 A火2 A火3 A火4 A火5 A火6 放課後学習 ○ ○ ○

4 水 ○ A水1 A水2 A水3 A水4 A水5 0 放課後学習 ○ ○ ○

5 木 ○ A木1 A木2 A木3 A木4 A木5 A木6 0 ○ ○ ○

6 金 ○ A金1 A金2 A金3 A金4 A金5 A金6 0 ○ ○ ○

7 土 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

8 日 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

9 月 ○ B月1 B月2 B月3 B月4 B月5 B月6 簡単清掃・放課後専門委員会(15:50～) ○ ○ ○

10 火 ○ B火1 B火2 B火3 B火4 総 0 3年　私学入試・3年3校時後自宅学習給食なし・放課後学習 × ○ ○

11 水 0 0 0 0 0 0 0 3年　私学入試 0 0 0

12 木 ○ B水1 B水2 B水3 B水4 B金5 総 0 ○ ○ ○

13 金 ○ B木1 B木2 B木3 B木4 B火6 総 0 ○ ○ ○

14 土 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 日 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

16 月 ○ B木5 B木6 B火5 B金1 総 0 3年　公立推薦・特色・1期入試・3年3校時後自宅学習給食なし × ○ ○

17 火 ○ B金2 B金3 B金4 B金5 A木6 総 放課後学習 ○ ○ ○

18 水 × 学 学 テ テ 0 0 学年末考査(学習・技家(1年)学50(2,3年)・社・国) ○ ○ ○

19 木 × 学 学 テ テ 0 0 学年末考査(学習・音(1，2年)学習(3年)・英・保体) ○ ○ ○

20 金 × 学 テ テ テ 0 0 学年末考査(学習・数・理・美) 3年　公立推薦・特色・1期入試発表 ○ ○ ○

21 土 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

22 日 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

23 月 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

24 火 ○ A月1 A月2 A月3 A月4 A月5 0 ○ ○ ○

25 水 ○ A水1 A水2 A水3 A水4 A水5 0 放課後学習 ○ ○ ○

26 木 ○ A木1 A木2 A木3 A木4 A木5 0 0 ○ ○ ○

27 金 ○ A金1 A金2 A金3 A金4 A金5 0 0 ○ ○ ○

28 土 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
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尼崎市立小園中学校

令和７年度　　２月　　月中行事予定表

3月17日(火)第47回卒業式・1，2年自宅学習

給食

3月11日(水)～13日(金)・18日(水)3者懇談会(1，2年)

朝

学

校　　時
学校行事・生徒の活動

3月18日(水)1年球技大会

3月25日(水)修了式

3月19日(木)2年球技大会

建 国 記 念 日

天 皇 誕 生 日

小6対象部活動見学週間2/2～2/6

教育相談週間2/10～2/17
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 今年度は、1 月 16 日（金）に「園田地区」と連携し防
災訓練を行いました。目的は、地域住民、学校、周辺団
体等が連携し、地域で災害に対処するための能力（地域
防災力）を高めるためです。そこで、地域の方々や消防
等の関係各課とともに防災に係る取り組みを行いました。 
教職員によるパネルディスカッションや防災士による震
災の映像を活用した講演、2 年生は、消防隊員による、止
血方法や応急担架づくりなどの実地訓練も行いました。
全ての参加者は、真剣にその取り組みを行っていました。
私は防災訓練においては、いつも同じ話をします。その
訓練において必要なこととして、三つあります。その一
つ目は、「自助・共助」です。一番大切なことは、中学生
としても、まず、自分を自分の力で守ること。その力を
身につけることが大切です、そして、他と協力して事態
に向き合うこと。二つ目は、「自然災害等はいつでも、ど
こでも起こりうる」と準備しておくこと。三つ目は、「実
地訓練」です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 

1995 年（平成 7 年）1 月 17 日（火）5 時 46 分 52 秒
マグニチュード 7．2、最大震度は 7、兵庫県内の死者・ 
行方不明者数 6434 人。私は、初任校の日進中学校に勤め
ており、予想を遙かに超えた現状と被害でした。尼崎市
の教師として、大げさなことではなく「今を明日をどの
ように生きていくか？」が現実の課題となっていました。 
地震発生から、数日で学校を再開し、生徒たちの教育が
始められました。命を守り、生徒の安全・安心を確保し、
学習を進めていきました。授業中にも頻繁に余震が発生
し、実際の「地響き」「地鳴り」経験しました。卒業式は
グランドで紅白幕で仕切り挙行されました。プールの水
は、トイレの水洗用として活用し、被災者の支援のため、
定期的に学校に「当直（宿泊）」し対応しました。これら
は、31 年前ですが、今でも鮮明に記憶していますし、そ
の恐怖感は忘れられません。ですから、これらの記憶や
体験は皆さんに継承することが大切であり、皆さんのこ
れからの大切な生活や人生の「減災」に役立てていって
欲しいと思います。 
 
・令和 7 年度第 45 回兵庫県中学校 
 総合文化祭 書写部門 
 特選 2－3 藤田 夢華 
 入選 3－2 木村 仁香 

3－6 鮫島 七海  
・令和 7 年度青少年健全 
 育成・非行化防止標語 
 入選 2－4 栗山 凌羽 
   2－5 内村 玲蘭 
   2－6 小出 希子 
 佳作 3－8 林 琥太郎 
   1－7 中村 円香 
 努力賞 1－3 田島 樹 
   2－8 北口 京 
   1－7 根ヶ山 柚希 2－5 小川 千咲 
   3－1 前島 翔太 3－5 宇佐見 來愛 
   3－6 鮫島 七海 
○吹奏楽部 
・兵庫県アンサンブルコンテスト東阪神地区大会 
 サックス 5 重奏 金賞（内村 林 安田 阿嘉 槙永） 
 クラリネット 8 重奏 金賞  
 （村山 尾本 濱地 鈴木 下倉 前田 西川 小林） 
○陸上競技部 
・尼崎市新人駅伝大会 女子 3 区 3 位 東 花音 
○女子・男子ソフトテニス部  
・令和 7 年度のじぎく阪神地区大会＜女子＞吉住・松下
ペア 5 位   ＜男子＞西村・本宮ペア 第 3 位 
  

 


